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康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）、
伊
達
宗
遠
は
奥
羽
山
脈
を
越
え
置
賜
盆
地
に
侵

入
す
る
。
屋
代
荘
を
拠
点
に
置
賜
盆
地
一
帯
を
侵
略
す
る
も
、
安
久
津
八
幡
宮

を
手
厚
く
保
護
し
た
と
伝
わ
る
。
幕
末
の
「
安
久
津
一
山
絵
図
」
に
は
、本
殿
・

層
塔
・
舞
殿
・
鳥
居･

参
道
な
ど
が
描
か
れ
、
当
時
の
信
仰
心
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
伊
達
の
侵
入
か
ら
遡
る
こ
と
約
七
五
〇
年
前
の
飛
鳥
時
代
、
大

和
盆
地
を
拠
点
と
す
る
勢
力
は
近
畿
地
方
を
中
心
に
全
国
に
拡
大
し
、
天
皇
を

頂
点
と
す
る
中
央
集
権
国
家
の
建
設
を
進
め
、東
北
地
方
に
も
進
出
を
企
て
た
。

日
本
海
側
の
新
潟
・
山
形
・
秋
田
県
の
沿
岸
部
を
北
上
す
る
ル
ー
ト
、
か
た
や

東
山
道
を
北
東
に
進
み
福
島
か
ら
多
賀
城
に
向
か
う
行
程
で
あ
る
。
そ
し
て
、

大
和
勢
力
の
影
響
は
内
陸
部
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
高
畠
町
の
安
久
津
古
墳

群
か
ら
蕨
手
刀
が
、
立
林
古
墳
か
ら
は
和
同
開
珎
が
出
土
し
、
当
時
の
中
央
勢

力
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
高
畠
町
尻

遺
跡
か
ら
瓦
塔
と
よ
ば
れ
る
陶
製
の
層
塔
の
一
部
が
、
高
安
窯
跡
で
は
瓦
が
出

土
し
周
辺
一
帯
に
は
寺
院
の
存
在
も
予
想
さ
れ
る
。
で
は
な
ぜ
高
畠
町
域
が
古

代･

中
世
に
お
け
る
大
規
模
な
進
出
拠
点
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

｢

屋
代
郷｣

は
、
承
平
七
年
（
九
三
七
）
に
成
立
し
た
和
名
類
聚
抄
に
そ
の

名
が
見
え
、
高
畠
町
域
を
含
め
た
周
辺
地
域
が
屋
代
郷
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
「
ヤ
シ
ロ
」
は
社
・
屋
代
の
字
が
当
て
ら
れ
、「
神
霊
の
ま
つ
ら
れ

た
施
設
で
祭
祀
を
お
こ
な
う
場
」
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
想
像
を
た
く
ま
し
く
す

れ
ば
、
町
内
に
露
呈
す
る
凝
灰
岩
の
巨
岩
・
奇
岩
は
神
が
降
臨
す
る
た
め
の
目

印
、
す
な
わ
ち
依
代
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
屋
代
川
流
域
一
帯
は

神
の
居
所
で
神
聖
な
場
と
し
て
、
太
古
か
ら
観
念
視
さ
れ
て
き
た
と
理
解
さ
れ

よ
う
。
伊
達
氏
に
よ
る
八
幡
宮
の
保
護
や
、
大
和
勢
力
が
国
策
と
し
た
仏
教
推

進
化
の
痕
跡
な
ど
は
、「
ヤ
シ
ロ
」
を
背
景
に
、
人
心
を
収
攬
す
る
目
的
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
「
ヤ
シ
ロ
」

▲ 二井宿峠から望む「屋代荘」

　

う
き
た
む
考
古
資
料
館
運
営
協
議
会
会
長　
　

岩
崎 

義
信　



▲企画展記念講演会　菅原 哲文  氏

　

今
年
度
の
企

画
展
講
演
会
は

菅
原
哲
文
先
生

の
「
山
形
県
の
縄
文
時
代
中

期
以
前
半
の
文
化
動
態
」
と

題
す
る
演
題
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
中
期
前
半
は
遺
跡

数
の
大
幅
な
増
加
、
各
盆
地

に
拠
点
的
な
大
集
落
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
。
そ
の
拠
点
的

集
落
に
は
大
型
住
居
が
建
て

ら
れ
る
こ
と
。
土
器
や
石
器

を
大
量
に
廃
棄
し
た
捨
て
場

が
形
成
さ
れ
、
数
百
箱
か
ら

千
箱
を
越
え
る
遺
物
が
出
土

し
、
土
偶
や
石
棒
を
用
い
る

祭
祀
が
盛
ん
と
な
る
こ
と
な

ど
、
こ
の
時
代
の
概
略
か
ら

お
話
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
縄
文
土
器
を
中
心
に

当
該
期
の
文
化
動
態
を
検
討

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

東
北
地
方
南
部
の
中
期
前

半
の
土
器
型
式
は
大
木
7a
・

7b
・
8a
式
で
今
回
の
企
画
展

の
中
心
を
な
す
水
木
田
遺
跡

の
前
葉
の
土
器
で
は
、
大
木

7a
式
期
は
関
東
・
中
部
に
分

布
す
る
五
領
ヶ
台
式
の
影
響

を
受
け
た
土
器
が
見
ら
れ
、

大
木
7b
式
期
は
五
領
ヶ
台
式

に
加
え
北
陸
の
新
崎
式
、
北

東
北
の
円
筒
上
層
ｂ
式
も
見

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

庄
内
で
は
北
陸
方
面
の
影

響
が
強
く
、
特
に
鶴
岡
市
の

西
向
遺
跡
で
は
東
北
南
部
の

大
木
7a
・
ｂ
式
に
加
え
、
一

定
程
度
の
北
東
北
の
円
筒
上

層
a
～
c
式
土
器
も
あ
る
も

の
の
北
陸
の
新
保
・
新
崎
式

の
土
器
が
全
体
の
74
％
を
占

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
飛
島
の
蕨
山
遺
跡
で
も

同
じ
傾
向
と
い
う
こ
と
で

　

今
年
度
は
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

う
き
た
む
学
講
座

　

企
画
展
記
念
講
演
会

　
　
　
　

令
和
2
年
11
月
15
日(

日)

　
　

「山
形
の
縄
文
時
代
中
期
前
半
の
文
化
動
態
」

す
。
大
木
8a
式
期
に
な
る
と

南
東
北
の
大
木
8a
式
が
主
と

な
り
、
北
陸
系
の
馬
高
式
、

円
筒
上
層
系
と
も
出
土
割
合

は
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

新
庄
盆
地
の
大
木
7b
～
8a

式
期
の
中
川
原
C
遺
跡
で
は

7b
式
に
一
部
円
筒
上
層
式
土

器
と
類
似
す
る
も
の
が
あ

り
、
西
ノ
前
遺
跡
に
は
僅
か

で
は
あ
る
が
、
五
領
ヶ
台
系

や
新
崎
式
の
土
器
が
伴
う
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

米
沢
盆
地
の
台
ノ
上
遺
跡

の
大
木
7a
式
で
は
関
東
の
五

領
ヶ
台
式
、
北
陸
の
新
保
・

新
崎
の
影
響
を
受
け
た
土
器

の
割
合
が
新
庄
・
山
形
盆
地

に
比
べ
て
多
く
、
7b
式
に
は

東
関
東
の
阿
玉
台
式
の
影
響

を
受
け
る
が
、
8a
式
期
に
は

馬
高
式
土
器
は
伴
わ
な
い
こ

と
、
長
井
市
の
宮
遺
跡
で
は

大
木
7b
式
に
北
陸
系
、
阿
玉

台
式
が
伴
い
、
小
国
町
谷
地

遺
跡
で
は
7b
式
期
は
北
陸
系

土
器
が
全
体
の
半
数
を
占

め
、
関
東
系
土
器
も
伴
う

が
、
つ
ぎ
の
8a
式
期
で
は
北

陸
の
馬
高
式
は
少
量
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

山
形
盆
地
で
は
中
期
初
頭

か
ら
前
葉
に
か
け
て
は
五
領

ヶ
台
式
土
器
の
影
響
が
強

く
、
北
陸
系
は
僅
か
、
最
近
、

円
筒
上
層
式
土
器
も
確
認
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
中
期
に
入
る
と
脚

が
あ
る
立
像
土
偶
が
出
現

し
、
7b
式
期
に
は
大
型
化
が

進
み
「
西
ノ
前
型
式
」
が
成

立
し
、
8a
式
期
に
は
西
ノ
前

遺
跡
な
ど
山
形
・
宮
城
の
奥

羽
山
脈
を
挟
む
地
域
で
盛
ん

に
作
ら
れ
る
が
、
米
沢
盆
地

で
は
福
島
県
域
の
影
響
が
強

い
亜
種
が
主
体
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
①
県
内
の
中
期
初

頭
か
ら
前
葉
は
北
陸
や
関
東

の
土
器
文
化
の
影
響
が
強

く
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
度

合
い
が
異
な
る
こ
と
。
②
大

木
8a
式
期
に
入
る
と
他
地

域
か
ら
の
影
響
が
な
く
な
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
大
木
式

土
器
文
化
が
強
化
さ
れ
、
逆

に
県
外
地
域
に
影
響
を
与
え

て
い
く
こ
と
。
③
土
偶
は
県

北
・
県
央
を
中
心
に
「
西
ノ

前
型
式
」
が
作
ら
れ
、
県
南

は
福
島
の
影
響
を
受
け
た
亜

種
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
と
い

う
お
話
し
で
講
演
を
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。



　

今
期
は
、「
水
木
田
遺
跡

と
縄
文
時
代
中
期
前
葉
の
山

形
」
と
題
し
て
全
三
回
開
講

し
、
企
画
展
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
機
会
を
設
け
ま
し

た
。
ま
た
、
例
年
通
り
三
回

全
て
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は

修
了
書
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
以
下
に
内
容
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
重
要
文
化
財　

水
木
田
遺

跡
出
土
品
に
つ
い
て
」　
　

　
　
　
　

阿
部 

明
彦　

氏

（
山
形
考
古
学
会
副
会
長
）

　

今
回
の
企
画
展
の
協
力
者

で
も
あ
る
阿
部
氏
か
ら
は
、

メ
イ
ン
の
展
示
品
で
あ
る
、

水
木
田
遺
跡
出
土
品
の
解
説

を
中
心
に
、国
宝
の
土
偶「
縄

文
の
女
神
」（
舟
形
町
西
ノ

前
遺
跡
出
土
、
山
形
県
立
博

物
館
蔵
）
の
説
明
等
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

序　章　水木田遺跡と
　　　　縄文時代中期
　　　　前半の山形
第 1 章   土器
第 2 章  土偶・土製品・
　　　  石製品・石器

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

　

今
年
度
の
第
二
十
八
回
企

画
展
「
水
木
田
遺
跡
と
縄
文

時
代
中
期
前
半
の
山
形
」
の

展
示
図
録
で
す
。

　

保
存
修
理
が
終
了
し
た
重

要
文
化
財
「
山
形
県
水
木
田

遺
跡
出
土
品
」
を
中
心
に
県

内
の
縄
文
時
代
中
期
の
出
土

品
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

展
示
遺
物
を
全
点
収
録
。

詳
細
は
、
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

絶
賛
頒
布
中
！

　

「
水
木
田
遺
跡
と

　
　
　
　

縄
文
時
代
中
期

　
　
　
　
　
　

前
半
の
山
形
」

令
和
２
年
9
月
27
日
／
10
月
11
日
／
10
月
18
日(

日)
第
二
十
二
期

「
村
山
地
方
の
縄
文
時
代
中

期
前
半
に
つ
い
て
」

　
（
当
館
館
長
）
渋
谷 

孝
雄

　

渋
谷
か
ら
は
、
上
山
市
の

牧
野
遺
跡
、
思
い
川
遺
跡
、

村
山
市
の
落
合
遺
跡
、（
い

ず
れ
も
資
料
を
当
館
企
画
展

に
て
展
示
）、
山
形
市
百
々

山
遺
跡
等
、
村
山
地
方
の
縄

文
時
代
中
期
の
遺
跡
に
つ
い

て
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

「
庄
内
地
方
の
縄
文
時
代
中

期
前
半
に
つ
い
て
」　

        　

 

須
賀
井 

新
人　

氏

（
公
益
財
団
法
人

   　

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

須
賀
井
氏
か
ら
は
、
鶴
岡

市
の
西
向
遺
跡
、
酒
田
市
飛

島
の
蕨
山
遺
跡
（
当
館
企
画

展
で
土
器
を
展
示
）、
遊
佐

町
の
柴
燈
林
遺
跡
等
、
庄
内

地
方
の
、
縄
文
時
代
中
期
前

半
の
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

頒布価格 1,500 円

「
最
上
地
方
の
縄
文
時
代
中

期
前
半
に
つ
い
て
」

 　
　
　

水
戸
部 

秀
樹　

氏

（
公
益
財
団
法
人

   　

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

 

水
戸
部
氏
か
ら
は
、
最
上

町
の
水
木
田
遺
跡
、
舟
形
町

の
西
ノ
前
遺
跡
、
新
庄
市
の

中
川
原
Ｃ
遺
跡
（
資
料
を
当

館
企
画
展
に
て
展
示
）
等
、

最
上
地
方
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
東
置
賜
地
方
の
縄
文
時
代

中
期
前
半
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

 

菊
地 

政
信　

氏

（
日
本
考
古
学
協
会
会
員
）

　

元
米
沢
市
の
職
員
で
あ
る

菊
地
氏
か
ら
は
、
米
沢
市
の

台
ノ
上
遺
跡
（
土
器
を
当
館

常
設
展
に
て
展
示
）
を
中
心

に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
未
公
開
資
料
の
実
物
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
当
時
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か

等
、
参
加
者
と
の
討
論
型
式

で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
西
置
賜
地
方
の
縄
文
時
代

中
期
前
半
に
つ
い
て
」

　
　
　

      

岩
崎 

義
信　

氏

（
長
井
市
教
育
委
員
会
）

　

岩
崎
氏
か
ら
は
、
長
井
市

の
宮
遺
跡
（
当
館
企
画
展
に

て
資
料
を
展
示
）、
小
国
町
、

白
鷹
町
の
縄
文
時
代
中
期
の

遺
跡
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
土

器
や
耳
飾
り
な
ど
を
、
各
遺

跡
で
比
較
し
た
資
料
な
ど
の

お
話
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、

セ
ミ
ナ
ー
の
当
日
資
料
・
映
像

を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
講
演
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
三
月
刊
行
の
『
う
き
た
む

考
古
』
に
講
演
抄
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　

併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。
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旧
石
器
時
代
後
期

　
　

●
小
国
町　

湯
の
花
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
44
）

黒
曜
石

火
箱
岩
洞
窟

　

高
畠
町
時
沢
に
あ
る

洞
窟
遺
跡
で
、
南
東
に

開
口
す
る
上
下
二
つ
の

洞
窟
よ
り
な
り
、
上
部

に
南
面
す
る
間
口
14
ｍ

奥
行
３
ｍ
を
火
箱
岩
上

洞
、
下
部
の
東
面
す
る

間
口
４
ｍ
奥
行
６
ｍ
洞

窟
を
火
箱
岩
下
洞
と
呼
称
し
ま

す
。
上
・
下
洞
と
も
に
凝
灰
岩
が

浸
食
、
風
化
に
よ
っ
て
作
り
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

本
洞
窟
は
、
昭
和
三
十
五
年

（
１
９
６
０
）
に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
後
、
昭
和
三
十
六
年

か
ら
三
十
八
年
に
か
け
て
、
前
後

三
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
次
調
査
は
上

洞
及
び
下
洞
入
口
部
、
第
二
次
調

査
は
下
洞
の
洞
奥
部
、
第
三
次
調

査
は
下
洞
内
及
び
洞
外
岩
陰
部
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
上
洞
は
縄
文
時
代

前
期
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
、
下
洞

　

湯
の
花
遺
跡
か
ら
は
、
北
海
道
白
滝
産
、
青
森
県
深
浦

町
産
、
青
森
県
出
来
島
産
、
秋
田
県
脇
本
産
、
長
野
県
小

深
沢
産
、
長
野
県
星
ヶ
塔
産
と
遠
く
離
れ
た
地
域
の
黒
曜

石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

直
線
距
離
で
７
０
０
キ
ロ
も
離
れ
た
北
海
道
か
ら
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
湯
の
花
遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
な
ん
ら
か
の
方
法

で
、
遠
く
は
な
れ
た
各
地
域
と
の
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
物
で
あ
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旧
石
器
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
想
像
し
な
が

ら
、
触
る
と
手
が
切
れ
る
程
の
鋭
さ
を
も
っ
た
各
地
の
黒

曜
石
を
、
ぜ
ひ
当
館
に
て
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

▲ 火箱岩洞窟（下洞）

▼ 左 剥片 ( 北海道白滝産 )・右 砕片 ( 長野県小深沢産 ) 

置賜史跡めぐり（50）

圧
縄
文
土
器
な
ど
の
土
器
群
は
、

良
好
な
状
態
で
検
出
さ
れ
、
土
器

の
変
遷
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
層
位
的
事
実
は
、
縄
文

時
代
草
創
期
の
土
器
編
年
を
秩
序

だ
て
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。他
に
も
石
鏃
・
石
錐
・
石
槍
・

掻
器
等
の
石
器
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
付
近
に
地
獄
岩
洞
穴
、
大
師

森
山
石
窟
等
が
あ
り
ま
す

　

昭
和
五
八
年
四
月
二
六
日
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
さ
れ
ま
し
た
。

は
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
古
墳
時

代
ま
で
利
用
さ
れ
た
洞
窟
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
下
洞
は
、
上
洞
と
比
べ
規
模

が
大
き
く
、
上
部
を
除
け
ば
堆
積

土
が
良
好
に
遺
存
し
て
い
た
た

め
、
三
次
に
わ
た
る
調
査
も
主
と

し
て
下
洞
に
集
中
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
出
土
遺
物
が
得
ら

れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
下
洞
Ⅳ
層

か
ら
Ⅶ
層
に
か
け
て
出
土
し
た
隆

起
線
文
土
器
、
爪
型
文
土
器
、
押

高
畠
町
時
沢　

●
縄
文
時
代
草
創
期
～
古
墳
時
代

▲ 左 石刃 ( 青森県深浦産 )・右 掻器 ( 秋田県脇本産 ) 


